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1 unit 前期 火 3・4
(平成 19年度以前の授業科目:『ドイツ語入門』) (平成 16年度以前 (医保は 17年度以前)の授業科目:『ドイツ語 (1)』)

(ペア指定: Introductory German (総科 ((社創)1年))Imai / 前期 木 1・2 ⇒
??page)

Target〉 外国語を学ぶことによって，私たちは世界に向けて新しい窓を開くこと
ができます．この授業では，ドイツ語の文法や発音の基礎を学びます．そし
て同時にそれらを応用し，さまざまなテクストを読み，ドイツの社会や文化を
知ることが，もう一つの目的です．

Outline〉 授業では，ドイツでの家庭生活や社会生活やめぐるさまざまなテーマ
を取り扱い，いくつかのヨーロッパの都市を紹介します．ドイツ語のテクス
トを読み，テーマに即した口語表現を学びながら，ドイツ語の基礎的な文法知
識や語彙を身に付けることがねらいです．

Keyword〉 ドイツ語圏の文化を知る, 異文化理解, 比較文化, 自律的な学習, コ
ミュニケーション能力

Goal〉
1.ドイツ語の入門レベルの知識を身につけ，簡単なテクストや発話が理解で
きる．

2.ドイツ語を自信を持って音読できる．
3.学習の方法を理解し，自律的に学習できるようになる．

Schedule〉
1.ドイツ語学習へのオリエンテーション，ドイツ語発音の基礎
2. Willkommen! 出会いと自己紹介 (1) ドイツ語の動詞の使い方 - 現在人称変
化 (1)

3. Willkommen! 出会いと自己紹介 (2) ドイツ語の語順の基本
4. Willkommen! 出会いと自己紹介 (3) ドイツ語の冠詞 - 定冠詞と不定冠詞
5. Nanas Universität ナナの大学 (1) ドイツ語の名詞と人称代名詞．
6. Nanas Universität ナナの大学 (2) 名詞と人称代名詞の格変化
7. Nanas Universität ナナの大学 (3) 名詞の複数形
8. Meine Familie 私の家族 (1) 動詞の使い方 - 現在人称変化 (2)
9. Meine Familie 私の家族 (2) 動詞の使い方 - 否定文

10. Eine Reise nach Dresden ドレスデンへのドライブ (1) ドイツ語の前置詞の

使い方
11. Eine Reise nach Dresden ドレスデンへのドライブ (2) 前置詞の使い方．ド
イツ語の助動詞 - 「話法の助動詞」

12. Eine Reise nach Dresden ドレスデンへのドライブ (3) ドイツ語の助動詞 -
「話法の助動詞」

13. Genießen wir jenden Sommertag.夏のような日々を楽しもう (1) ドイツ語独
特の動詞 - 分離動詞と非分離動詞

14. Genießen wir jenden Sommertag.夏のような日々を楽しもう (2) 接続詞の使
い方．

15.期末試験
16.総括授業

Textbook〉 佐藤和弘:新ドイツに行ってみませんか 2500円
Evaluation Criteria〉 授業への取り組みと筆記試験 (小テストと定期試験)により
総合的に評価します．

Re-evaluation〉 原則として行わない．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=220914
Contact (Office-Hour, Room, E-mail)〉
⇒ Katsura (2308, +81-886-656-7136, katsura@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail

(Office Hour: 水曜 3·4時間，金曜 5·6)
Note〉 この授業は木 1・2講時「ドイツ語入門」(今井)とペアクラスになってい
ます．必ず両方を受講してください．
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